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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    
自然エネルギー推進市民フォーラム(REPP)では、1997年4月か
ら東京電力の協力により、一般住宅に太陽光発電（PV）システム
を導入することで、環境的・エネルギー的に適切な発電法に対する

一般市民の社会的意識の向上を目指した。その一方で、一部の特別

なシステムを除いて、住宅用太陽光発電システムではシステムの解

析を考慮していないため、計測器等を設置しておらず、システム解

析が困難である。そこで本研究では、日射量等の測定項目をアメダ

スデータ等より推定し、運転特性を明らかにする解析方法を提案す

る。さらに、システム出力係数 K およびシステムの損失因子によ
り29サイトにおける住宅用太陽光発電システムの発電特性を解析
した。 
 

2222．評価方法．評価方法．評価方法．評価方法    
PVシステムの評価には、本研究室で提案したSV (Sophisticated 

Verification)法[1][2]を用いた。評価に必要な記録量(1時間値)は、日
射量、アレイ電力量、モジュール温度そしてシステム電力量の 4
つである。しかし、住宅用のPVシステムではシステム電力量しか
測定されていないので、SV法を用いてシステムの評価を行うこと
が困難である。そこで今回は全国に 800 の観測地点を持つアメダ
スデータを用いて、測定がなされていない３つのデータの推定を行

った。その推定方法および評価方法のフローを以下に示す。 
 

2.12.12.12.1    未収集データの推定方法未収集データの推定方法未収集データの推定方法未収集データの推定方法    
 未収集データの中で最も重要なものが日射量データは、アメダス

データに収集されている日照時間を用いて算出する。 
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以上の式(2-1)～(2-3)を用いることで水平面日射量を算出すること
が可能である。また、モジュール温度もアメダスデータの風速デー
タを用いて算出が可能であり、以下にその手法について示す。 
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 さらに、インバータの種類が分かればインバータの効率曲線を求
めることが可能であるので以下の式でアレイ電力量を算出するこ
とが可能である。 
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以上を用いることにより、発電電力量以外の未収集データの推定が
可能であるので、このデータを用いれば簡易的ではあるが測定計器
の設置されていない一般的な住宅用 PV システムの評価が可能で
ある。 
 

2.22.22.22.2    SVSVSVSV法を用いた特性パラメータのフロー法を用いた特性パラメータのフロー法を用いた特性パラメータのフロー法を用いた特性パラメータのフロー    
 未収集データを用いた PV システムの特性パラメータ算出フロ
ーを図 1に示す。 また、図 1での特性パラメータの算出手法に
ついては参考文献[1]、[2]を参照されたい。 
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図1 特性パラメータ算出フロー 
Fig.1 Flowchart of estimating parameter 



 

 

3.3.3.3.    解析結果解析結果解析結果解析結果    
 今回の評価・解析は、全部で85サイトあるREPPの住宅用PV
システムのうち、設置緯度、傾斜角、方位角等の基本情報が十分満

たしている29サイトを対象に行った。未収集データの推定方法の
妥当性を確認するために、住宅用PVシステムで日射計の設置され
ているサイトにおいても同様の推定方法を用い解析を行った。その

結果、図2に示すように日射量の誤差はわずか4～5％程度であり、
システム出力係数の誤差は2～3％程度であった。特に夏季に誤差
が大きく生じているのは、湿度が高く、大気中の水分濃度が高くな

り、直達日射量が減少し、散乱日射量が増加したためと考えられる。

さらに、図2で推定方法の妥当性が確認できたので、SV法を用い
てシステム解析を行った。図3に1999年4月～8月における29
サイトの解析結果を示す。図からも分かるように損失主な原因は、

Pmax制御ミスマッチ損失で、次いで日陰の損失という結果が得ら
れた。また、インバータ効率による損失が5.5％、Pmax制御ミス
マッチ損失の8.3％とあわせてインバータによる損失が損失全体の
半分近くを占めていることが分かる。このことからインバータ関連

の損失を低減できれば、システム出力係数をより大きくすることが

可能である。さらに図4に今回評価・解析を行った29サイトのシ
ステム出力係数の度数分布を示す。 
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図2 推定方法の妥当性の確認 
Fig.2 Identity of appropriate estimate method 
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図3  1999年4月～8月の損失因子の割合 (29サイト) 

Fig.3 Average loss parameters in REPP Project FY1999 Data 
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Fig4. Performance ratio of PV systems in REPP Project 
 

4. 4. 4. 4. まとめまとめまとめまとめ    
一般住宅へPVシステムが急速に進んでいる中で、住宅用PVシ
ステムの発電性能を知ることは大変重要なことである。しかし、そ

の多くは、計測、評価することを考慮して、設置ざれているわけで

はないため、今回提案した手法は有効であると言える。SV法によ
る損失因子の分析では、図3からも分かるように主な損失はインバ
ータ関係の損失と日陰の影響による損失であることが分かる。しか

し、後者は、住宅用PVシステムでは周囲の環境や家の設計事情に
より回避することが困難であるが、前者は全体の損失の約半分を占

めていることからインバータの性能の改善が期待される。このよう

な問題が改善されればシステム出力係数の改善につながり、これは

ユーザーの利益に直結するので、このようなシステムの計測及び評

価は今後のＰＶシステムの普及において大変重要である。 
 

用語体系 
HS ：時刻別全天日射量 
 HO ：大気外水平面日射量 
 ｎ ：日照時間 
 CFｈ ：標準化補正係数 

V ：風速 
 TA ：気温 
 TCR ：モジュール温度 

EA ：アレイ電力量 
 EP ：PVシステム電力量 
 KC ：インバータ効率 
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